
北薩教育事務所では，「北薩の教育」推進プランの共通実践重点事項に，いじめ・不登校等への
適切な対応を挙げています。

いじめ問題については，平成25年度にいじめ防止対策推進法が施行され，各学校においても学校
いじめ基本方針を基にした取組が推進されています。いじめの態様で最も多いのは，「冷やかしや
からかい，悪口やおどすような言葉，嫌なことを言われる。」であり，いじめ問題の発見のきっか
けで最も多いのは，「アンケート調査などの学校の取組」です。未然防止のための取組を更に推進
していただきたいと思います。

一方，不登校の状況を見ると，不登校のきっかけとしては，「気力の不足」，「不安などの心理的
乱れ」などが挙げられ，これは全県的に同様の傾向があるようです。

今後の対応としては，以下の対応例を参考に各学校における取組を更に充実させ，どの子供も学
校が楽しいと思えるような魅力ある学校づくりに努めていただきたいと思います。

＜いじめ問題への対応＞
・「いじめ問題を考える週間」における授業を通した保護者への啓発やアンケート調査の実施
・学校ネットパトロール事業によるネットいじめ等の早期発見
・「いじめ対策リーフレット」や映像資料「ぐりぶー・さくらのスマホ時代のネットトラブル
予防教室」の活用による児童生徒・保護者への啓発 等

＜不登校への対応＞
・「不登校対策リーフレット」を活用した各学校での職員研修の充実
・スクールカウンセラーやスクールソーシャルワーカー等との連携
・複数の職員による組織的対応の推進 等

前回に続き，地区内で行われました年始行事を紹介します。

1月15日付けで県内にインフル
エンザ流行発生警報が発令され
ました。

管内の小中学校でも，延べ17
校が学級・学年閉鎖及び学校閉
鎖を行いました。(1月27日現在）

例年１月下旬から２月にかけ
て流行のピークを迎えると言わ
れていますが，今年は早い時期
から流行しているようです。

予防には，次の５点が有効と
されています。
・ 咳エチケット（マスク着用）
・ 外出後の手洗い
・ 適度な湿度の保持
・ 十分な休養とバランスのと

れた食事
・ 人混み等への外出を控える

こと
罹患した場合は，学校保健安

全法では，「発症した後５日を
経過し，かつ，解熱した後２日
（幼児にあっては３日）を経過
するまで」を出席停止期間とし
ています。
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インフルエンザを
予防しましょう！

鹿島小校区 ホラ貝吹き
１月７日，鬼火たきの後，

元気よくホラ貝を吹きながら
町内を練り歩きました。

その後，鬼火の前で温かい
お雑煮を食べながら，今年の
抱負を一人一人発表しまし
た。

平尾校区駅伝競走大会
１月７日，今年で47回を数え

る伝統の駅伝大会を小・中学校
ＰＴＡ主催で行いました。集落
単位でチームを作って参加しま
した。

佐志小書き初め大会
１月６日，ＰＴＡ主催の書き初め

大会が行われました。もうすぐ10年
を迎える恒例の行事で，出来上がっ
た作品は佐志地区公民館ホールに１
年間掲示されます。



１月25日（日）に霧島市において，地区対抗女子駅伝が開催されました。出水チームは総合３位
Ｂクラス優勝，川薩チームも総合４位，躍進賞２位と大健闘し，北薩の両チームが３位と４位とい
う，輝かしい成績を収めることができました。

両チームとも選手，監督，スタッフをはじめ，地域の方々のサポートを受けて，練習に励み，順
調な仕上がりを見せ，大会当日を迎えることができました。また，３区は出水チームの清水遙加さ
ん，４区も出水チームの野添佑莉さんが区間賞を取る素晴らしい走りを見せました。

独立行政法人教員研修センター等が主催する研修に参加された先生方の感想等を御紹介します。
研修で学ばれたことを多くの先生方と共有し，子供たちの指導に生かしていただきたいと思いま

す。

子供の体力向上に関する研修 教職員等研修
今回，子供の体力向上に関する研修に４日間 昨年７月22日(火)～８月８日(金)の15日間，

参加させていただきました。私は「体つくり運 つくば市にある教員研修センターで，研修の機
動」を中心とした部会に参加し，全国から幼小 会をいただきました。
中高69人の方々と一緒に講義・実技・演習を行 講義や演習を通じて，学校組織マネジメント，
いました。特に実技では，初めて体験する個人 教育指導上の課題，スクール・コンプライアン
・ペア・グループ活動や新しい教具を使う活動 ス，リスクマネジメントの４領域について理解
などを通して他県の先生方と実技交流を図った を深めることができました。
り，指導案作成・模擬授業の演習では，体力向 特に，全国の先生方との情報交換を通じて全
上指導の在り方について大いに意見交換をした 国的な視野で鹿児島の教育を見つめ直す貴重な
りすることができました。 時間をいただきました。教務主任として今後の

この研修で学んだことを子供たちが楽しく体 本校教育の充実につなげていきたいと考えてい
力向上に取り組める保健体育科の授業に生かす ます。
とともに，他の先生方にも広めていきたいと思
います。 言語活動指導に関する研修

理科学習の中で言語活動の充実をどのように
英語教育推進に関する研修 図っていくかというテーマで今回の研修会に参

平成25年度に文部科学省から「グローバル 加しました。理科における言語活動充実の視点，
化に対応した英語教育改革実施計画」が公表さ 例えば，子供が主体的に問題解決に取り組むよ
れ，小学校における英語教育の拡充強化ととも うに仕向ける言語活動などを学ぶことができま
に小中高等学校を通した英語教育の充実が求め した。また，全国の先生方と交流する中で目的
られています。 意識を持って実験の計画を立てる実践など，た
研修では，私たち教師の英語力upを図るため， くさんの取組を知ることができました。

全講義がALL ENGLISHで行われました。教室英 今後，学んだことを自分の実践の中で生かす
語や歌，絵本の読み聞かせ等，多くのことを学 と同時に，「言語活動の充実は日々の授業改善
ぶことができました。今後，外国語活動の充実 そのものである。」ことを，他の先生方にも伝
に向けて，小中で連携しながら生かしていきた えていきたいです。
いです。

研修に参加して

第28回鹿児島県地区対抗女子駅伝競走大会

出水３位，川薩４位！


